平成30年度第1回湯沢町総合教育会議　議事録
１　日　　時　　平成30年4月25日（水）　午前10時56分開会　午前11時43分閉会
２　場　　所　　湯沢町役場　3階　議会第2会議室
３　出 席 者　　○湯沢町長　　　　　    　　　  田村　正幸
○教育委員会
　　　               教育長　　　           　　島村　文男
　　　               教育長職務代理　　　       北原　雄一

　　　               教育委員　　　　　         南雲　弘

　　　　　　　　     教育委員　　　　　　       小沢　正子
　　　　　　　　 　　教育委員　　　　　         南雲　敬一
　○事務局
・総務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総務部長　　　　　         高橋　功

総務管理課長　　　         前原　力
総務管理課総務係長     　　角谷　淳史
・子育て教育部

子育て教育部長　　　　　　　高野　剛
教育課長　　　　　　　　　　中村　陽子
子育て支援課長　　　　　　　宮田　玲

認定こども園長　　　　　　　南雲　智子
教育課参事　　　　　　　　　岩崎　裕一

　　　　　　　　　　
４　協議事項　　(1)湯沢町教育振興基本計画（教育に関する大綱）の一部訂正について
(2)その他
５　会議の概要
１　開　会　
	総務部長
	それでは、皆さんお揃いですので平成30年度第1回湯沢町総合教育会議を始めたいと思います。最初に町長からご挨拶をお願いいたします。


２　挨　拶　
	町　長
	皆さんおはようございます。今日は大変お忙しい中、第1回湯沢町総合教育会議にご出席をいただきまして大変ありがとうございます。日頃から皆様方におかれましては町の教育行政にご尽力をいただき、この場をお借りして御礼申し上げます。平成27年4月の一部法改正により制度が変わりまして今こうして総合教育会議が開催されている訳ですが、この3年の間に湯沢町も保小中の一環教育ということで湯沢学園がスタートしてきているところでございます。いじめ問題や学力の問題など様々な事柄がありましたが、その時々に教育長から私どもにきちんとお話をいただき、その対応策をしっかりと行っていただいているということで、概ね大きな事件というものはなかったと思っております。昨日、人権擁護委員会の協議会に出席してきたところです。ご承知のとおり、今セクハラであったりあるいはパワハラであったりと様々な事柄が起こっております。そんな中でやはりこの総合教育会議では、児童虐待というようなことが行われないようにしなければなりません。親の経済的な事情が子どもたちの教育に影響するというようなことが、湯沢町でもいろいろな事例からあるのではないかというような気もするところでございます。知徳体という中で子ども達がしっかりと勉強をし、また体力をつけ育っていくという体制を教育委員会の皆様方と行政とが一体となって進めて行くことができればと思っております。個人的には学力というのは生きていくうえで大きな力、武器になると考えていますので、皆様方と子どもたちのために頑張らせていただければと思います。今日の協議事項は基本計画の訂正がメインですが、それ以外にも総合教育会議の趣旨の中で意見交換ができればと思いますのでよろしくお願いを申し上げましてご挨拶といたします。


３　自己紹介　
	
	教育委員会、事務局（総務部・子育て教育部）の順に自己紹介
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	それでは、協議事項に入りたいと思います。最初に湯沢町教育振興基本計画の一部訂正につきまして、子育て教育部長から説明をお願いします。
それでは、教育振興基本計画（教育に関する大綱）ということで、こちらにつきましては平成27年度に定めたものですが、平成27年から30年度の4年間の教育に関する大綱を示したものであります。年度ごとに加除訂正等をしてまいりましたが、今年度は文字の訂正ということで2番子育て支援の充実の中の（5）番「保育園」を「認定こども園」にあらためさせていただきたいということでございます。また、この大綱につきましては30年度が最後ということでございますので、今年度中に31年度以降の大綱を作成しなければならないということになっております。以上です
ありがとうございました。それでは今ほどの内容につきまして、ご質問やご意見等ございましたらよろしくお願いします。
（特になし。）
無いでしょうか。訂正だけですのでよろしくお願いしたいと思います。それでは協議事項2のその他に移ります。特に事務局からは用意してないですが、その他の中で自由に意見交換等していただければと思っております。委員の皆さんいかがでしょうか。
大綱の4番施設・設備の充実になりますが、雪国という特性を生かした施設整備の推進をお願いした中で、速やかに動いていただきありがたく思っておりました。道半ばの外溝工事もございますが、引き続き配慮いただき環境整備を進めて欲しいと思います。
ありがとうございました。今ほど北原職務代理からお話がございましたプール等々について、これからも美化運動も含めて進めていきたいと思っております。
他にございませんでしょうか。
大綱に関するところでは、1番湯沢学園の充実の（4）あるいは2の子育て支援の充実の（3）に関わることでご報告をさせていただきます。平成29年度のいじめ、不登校について県教委に近日中に報告する予定の数をお知らせいたします。いじめにつきましては、湯沢小学校で2件、湯沢中学校で1件を報告する予定であります。また、不登校につきましては、湯沢小学校で5件、湯沢中学校で3件を報告する予定であります。小学校で例年より多く報告する予定となっていますが、進級した3名のうち2名については現在毎日登校できている状態というように聞いているところであります。以上であります。
今の教育長の報告案件につきまして何かご質問等はありますでしょうか。
不登校の子は全く学校へ行かないで、例えば学校に来て保健室にいるなんていうことがありますが、なかなかだめなんでしょうか。
いろいろな状態の子どもが含まれておりまして。一定期間ほとんど全休に近い子どもも含まれていますし。休んだり遅刻をしながら断続的に登校していても、年間で30日を超えると不登校という形で報告することになります。それから、欠席数は30日を超えないが保健室や相談室で一定時間を過ごし、子どもが迎えに来れば教室に行って給食を食べたりする子もいれば、状況によっては保健室で一日が終わるまで過ごして下校するといった子もおります。年間の中で一人一人の子どもが様々な変化をいたしますので、様々な状況の子どもが不登校あるいは不登校傾向にある状況であります。
様々な子どもということですがその原因は、例えば勉強がわからないとか、友達に会いたくないとかいろいろなことがあると思いますが･･･。いずれ勉強がわからなくなる状況になると思いますが、主に原因、理由は何でしょうか。
個別に様々な原因、理由があり、これが理由で学校に行きたくないとか行けないというような一つの理由というようなものは極めて稀でありまして、複合的な様々な原因、理由で行けないというのが大半であります。しかも、家族はもとより本人がどういう理由で行けないのかはっきり自分でも言えないという状況が少なくなく、町長が言われるように学校に行かない日数や時間が増えれば増えるほど勉強がわからなくなってしまうことは、どの子にあっても同じですので、極力教室に行けなくても教員が保健室に行って個別に授業を教えたり、こまめにプリント等を届けて家でやってもらったり、本当にわからなくなってしまわないように指導支援に努めているのが率直なところであります。
今の話をお聞きすると先生方には大変頑張っていただいておりますが、原因が子どもにもわからないということになると、心の病を含めた中で医学的なカウンセリングだとかそういった取組みはどうなっていますか。
それにつきましては、学校職員の支援指導だけでは、子どもが抱えている問題を解決してあげられない場合には、病院の精神科や心療内科、あるいは民間のカウンセリングを行っているところもありますので、それらを保護者に紹介し、なんとか原因を突き止めてあげることで登校できるようにしようと努めております。町雇用の相談員も小中両方に係ってもらっていますが、元教員で長く子どもの教育に携わったベテランの方を配置して子どもの悩みを解決してあげられるように活動をしてもらっておりますし、中越教育事務所にも4名に増員されたスクールソーシャルワーカーがおり、求めに応じて派遣をしていただいています。更に毎日ではありませんが、湯沢中学校には数年前からスクールカウンセラーが配置され、悩みを抱えている子どもや保護者にカウンセリングや面談をしております。小学校も全国的に悩みを抱える子どもが増える状況ですので、同じ方が月2回3時間、年間66時間でしかないのですがあらたに湯沢小学校にも配置される形となり、県教育全体としても支援が必要な子どもに対してカウンセリングを含む支援を専門的に行える方を増やしてくれている状況になりまして、それらになんとか繋いで早期に登校できるようにしようと学校をあげて頑張っているところですがなかなか解消には難しいというのが現状であります。
ありがとうございました。本当に一生懸命にやっていただいていることをお聞かせいただきました。
他にございますか。
この数字というのは県下から見て不登校の割合とか一定の人数に対して多いのか少ないのか。
小学校の5というのはやや多い数字になりますが、ここ数年間は3前後で推移しております。中学校も0～3くらいで推移しております。正確にデータを比較したわけではないのですが、私の経験の中ではどこの学校でもそのくらいは推移しながら不登校が出ている感じがしております。この他に小中ともいわゆる不登校であげる数値というのは病気等がないのに学校に行けないものを不登校ということになるのですが、病気や手術で入院治療や自宅での静養が必要な理由で30日を超えてしまう子もポツポツといる状況であります。

他にございますか。
今の話は学校が対応くださっているのは見ておりますが、家庭の問題を避けられない状況になっていることを年々強く感じております。加えて私自身もＰＴＡ時代から関心の高い家庭と、関心を持っていただいていない家庭とありまして、これをふまえて学校の活動をこのような立場で見ていると先生方が限界を感じながらこれ以上できない歯がゆさというものを感じています。次の大綱はそういうところを何らかの形で言及していかなければならないのかなと思いますので、皆で検討していったらどうかと考えております。
学校の先生方が大変だということは承知しておりますし、サービス残業ではないですがカバンの中に書類を詰めて家に帰ってからやっているというような実情があるということも承知をしております。教育部局に執行権限を含めて皆様にお願いしているところですが、これに私が介入する考えはございませんが、やはり抱えている問題について教育部局と行政部局が連携をしながらいじめの問題や学力の向上というものを進めていこうということでこの総合教育会議があるのだと認識しておりますので、足らざる部分について例えば、補助員の増員に対する予算の増加であったり、町として出来ることがあれば進めて行きたいと思っています。皆さんからお聞きしたいと思っていた一つに、学校の先生の負担が大きくなるということで部活動の問題があります。今回もアルペンワールドカップ2020を県がやっていただけるということで新聞報道があったところで、町としてもできる限りの協力をして子どもたちに世界の滑り華やかさというものを見てもらい、グローバル化する中で外に出て行ってもらいたい。町に帰ってきてもらいたいという気持ちはありますが、その一方で少年よ大志を抱けのクラークさんではないですが、とても大事だと思っております。そういう中で、今後の学校のクラブ活動について、教育委員会の皆さんはどのようにお考えになられているのかお聞かせ願えればと思います。もう一つは、議会の一般質問に出ておりますが、全国学力テストの公開についてです。議員が言われるには、幅広く公開すべきではないかということです。この間の新聞を見ますと、30市町村のうち公開しているのは11でしたでしょうか。湯沢町のように小さいところで学校がわかってしまうというのはあまりなくて、町や市の中で平均を出すということなので･･･。どのような職についても、学力のベースが一定のレベルに達しているということは、とても大事なことだということは思っています。公開している市町村がある一方でやっていないところもあるわけですが、教育委員の皆さんはどのようにお考えか少しお聞かせ願えればと思います。
今町長から学力テストの公表についてお話がございましたが、部活動のことも含めて委員の皆様からご意見等ございましたらお願いしたいと思います。
今年の3月にスポーツ庁が運動部活動のあり方に関する総合的なガイドラインを策定しました。それを受けて県では、新潟県部活動のあり方に係る方針が仮称ですが策定中でありまして、現在パブリックコメント中であります。それが終わると正式な決定がなされて通知がされます。南魚沼郡市では、南魚沼市教育委員会と協議し、設置する学校に係る運動部活動の方針（南魚沼市湯沢町）というものを作りまして、これは国のガイドラインと県の方針で内容が示されておりますのでそれらに沿った形で作り、週2日以上の休養日を設け年間では50日以上設け、平日の練習時間は原則2時間程度、休日は3時間程度ということで中学校長会で説明を行い、皆でこの方針に沿う形で部活動を改善していきましょうということでスタートしたところです。それから郡市大会が今年度最後となりまして来年度から無くなります。中越地区の大会から行われますので、郡市大会が無くなると少し負担が軽減される状況であります。以上報告させていただきます。
他にいかがでしょうか。
公開の問題ですね。基本的には私は公開してもいいと思っています。ただ本当の意味で何がネックなのか、さっき言ったように学校がいっぱいあればガシャガシャになるが出した途端にそのレベルがはっきりわかるのでその辺が･･･。湯沢中学はもともと一校なので。全国レベルに達しているのがここ数年きているということを前の校長から聞いております。大変な話題ですのでいきなり回答を求められてもなかなか答えられませんが、根本は出してもいいかなと思っています。
他の委員さんはいかがでしょうか。
システムがどうなのかということをしっかり理解しないと難しい。どういう意味で学力試験をやっていくのか。毎年見ていくと、去年良かったのにまた落ちたり、学年によって開きがあったり、真面目に見ていけば見ていくほど一喜一憂してしまう。南雲さんが言っていることにある程度賛成ですが、一般質問でただ公開しろというのが独り歩きするのがいやだなと思っておりまして、何を公開して欲しくて、どのように結び付けていきたいのかということをしっかり議論をして公開していくべきだと思っています。公開しているところでも、平均よりはいいですよとか、平均より下回っています程度のことを公開しています。どこを皆で上げていこうという共通認識が必要であろうし、どういう内容で上げて行こうということを行政や議員の先生方や私どもが共有していくことが大事だと思っていますので、例えば（総務）文教委員会もありますし、コミュニケーションしながら公開していくプロセスが大事なんじゃないかと思っております。
ありがとうございました。
秋田とかは学力が1位2位になったと聞いております。結果が出ているわけなので点数ではなくてどこが弱いとかそういうものをオープンにしてもらって･･･。湯沢の子どもたちはどこどこが弱いとかそういうところを重点に、もし勉強に係っている人が地域にいるようであれば、学校に呼んで夏休みや冬休みにボランティアで手伝ってもらえばいいかなという感じがします。あと部活動ですがスキーの全中がありますけど、スキー部の指導者がいる、いない、今年で転勤するんじゃないかとかありますので、是非とも町で優秀な指導員を見つけていただきたいと思います。
指導員の件についてはどうでしょうか。
指導員の事についてはなんとか確保したいということで今まで進めてきたところですが、なかなか思うような人がいなかったり、あるいは職員になってもらうことができればというようなこともいろいろ考えたりしましたが、今現在は南雲さんからお話があったような形ですけれども、スキーの町湯沢としてもスキー指導者の確保はこれからも真剣に取り組んでいきたいと思っています。
それでは小沢委員の学力テストの関係はいかがでしょうか。
学力テストの公開については子どもさんが学校に通っているＰＴＡの捉え方と学校に子どもがいない人の捉え方が全く違うと思います。さっきのいじめの問題と重なってくると思いますが、子どもをその気にさせることができない人が多くなってきているじゃないかなと･･･。各家庭の指導が行き届いていないところがちらほら見えるので、そういうところをどのように親を奮い立たせていくかということを考えていかなければならないと思います。部活については、在校生の保護者から1年間を通しての水泳部をつくることができないかという話がありまして、せっかく昇降式の良いプールがあるのに年間使えないというのが、子どもが1年間習いたいと思っているのにそれができないといったことはどうなんだろうと。良い設備が整っていて指導者がいたとしても、年間習えないようであればとても残念なことで、プールの活用については水を温めるために経費が掛かることはわかりますが、どうにか1年間使えないかなという話をしていました。以上です。
ありがとうございました。一通り委員さんからご意見をいただきましたが町長の方でいかがでしょうか。
今日初めて総合教育会議の中で私からお話しをさせていただきました。皆さん方のお考えをお聞きし、何も年1回ということでなくてもいいと思いますし、色々なことをふまえて話し合いをすることができればと思っています。学力テストも委員の皆様からお話があったように、学力を調べるということよりも今後の指導に使うということでできているのではないかと思いますが、一方で何をやるにしても学力というのはとても重要だと思うし、日本経済新聞でジャパネット高田の事が書かれていますが、小学校のとき1か2しかなかったのが中学の時何かの拍子に褒められて英語だかを勉強するようになって学力が急に伸びたというようなことが書かれていました。カリキュラムでやっていくシステムの中で、子ども達の学力向上をこの学力テストを通じて検討していくことが大事だと思います。今自分の考えを公開だとか公開ではないということはここでは申し上げませんが、学力向上というものが子どもたちが生きていくうえでとても大事だと思っていますので、いろいろとお考えをいただき決めていただきたいと思っています。
教育長いかがでしょうか。
今日出された意見もふまえまして、今後教育委員会として協議を深めていきたいと考えております。
それでは今の件につきましては、今後教育委員会の方でも学力テストの公表について検討していただくということでいきたいと思います。他にどんなことでも結構ですので、委員の皆さんからここでお話ししたいとかございましたらどんなことでも構いませんのでいかがでしょうか。
制服の事ですが、家の場合も孫が卒業したらいく場所が無くてどうするかという話になって、他の学校でクリーニングして欲しい方がいたら･･･。そのようなシステムをつくったらどうかと、安いものではないので･･･。
ＰＴＡで･･･。
今のご意見ですが、ＰＴＡの取組が今現在も続いているのでしょうか。
確認してみます。前はやっていましたよね。経済的な問題もあるので大事だと思います。
良い提案いただき、ＰＴＡでもやっておられるということですがシステム化して、経済的な問題がある中で遠慮することなく申し込みをすることができるような体制がいいのではないかと思います。事務局の方で、委員会がいいのかわかりませんが、検討してみればいいのではないでしょうか。遠慮したり、そこに行くことによって変な目で見られたりということでなくて、堂々とそういうことがあるという中で利用されるのがいいのではないでしょうか。
前は柔道着ですとかノルディック関係ですとか寄付した覚えがあるので、どこか窓口があれば必要な人はそこに行ってサイズが合えば借りるとかがいいと思う。
今の件につきましては、家庭の貧困が教育に影響している話がある中で、少しでもそういった方の助けになるような仕組みを教育委員会はもちろん教育部局の方と話をしていただき、いいシステムが出来るようであれば検討していただければということでお願いしたいと思います。他に何かないでしょうか。
中学校には水泳部はないのですが、小学校では水泳部、陸上部、スキー部があって、今年度ですけど講演会でちょっと上乗せして上げさせてもらっています。去年1万円だったものを3万円まで上げさせてもらっています。民間の人から要望があって。
プールの利用期間のお話がございました。基本的に建設時点で会計検査が入った時にいろいろ調べたところ、通年で利用できるような室内にはなっているそうです。ただ現実的に真冬はかなり冷気が窓越しにありますので、真冬の期間は難しいということになります。3月までいらっしゃった中学の教頭先生が、水泳の全国大会等にもお手伝いに行っているような方で一生懸命にやっていただきまして、29年度につきましては4月の終わりから12月の中旬まで利用しておりました。先程お話があったように、多少燃料費等は掛かりますが、その間はずっと使えたということで、今年度につきましても利用できる状況になっておりまして4月の中旬から水を入れて23日から使える状態になっております。今年度につきましても12月あたまくらいまでは利用できる形を考えておりますので、学校もそうですし空いてる期間につきましては総合型スポーツクラブの方でも有効利用してもらうことで考えております。
他にございませんでしょうか。
（特になし。）
それでは無いようですので以上で協議事項は終わります。


５　閉　会　
	総務部長
一　同
	本日はお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございました。これにて第1回の湯沢町総合教育会議を閉会したいと思います。お疲れ様でございました。
ありがとうございました。
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